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1. はじめに 

近年企業は，駅やビルの大型ディスプレイでコ

マーシャル(CM)を放送している．CM で放送されて

いる商品・サービスは CM の内容によって売上げが

変動する．つまり，CM がどの位の人にどれ程注視

されているかという情報(CM 注目度)は，商品・サ

ービスの売上げの予測に役立つといえる．しかし，

企業側が CM 注目度を調査するには，視聴者アンケ

ート等の CM 放送後の活動が必要になる．その活動

により，企業にはコスト高を，視聴者には負担増

を伴うことになる． 

  本研究ではネットワークカメラと，顔認識技術

の利用により，CM 視聴者に負担をかけず，個々の

企業でのコスト高を低減しつつ，自動的注目度計

測を可能とするシステム開発を目的とする．  

  

2. 先行研究調査と CM 注目度の定義 

  CM 注目度を計測するシステムを実装するため，

定量化に関する以下の先行研究 

■対象人物の興味を定量化する若井他の研究[1] 

■対象人物の視線を判別し定量化する謝乃他の研

究[2]や久野他の研究[3] 

について実装の可能性を検討した．CM 注目度を定

量化する上で，若井他の研究では，興味を抱く時

間の統計データにより視線計測から得られる興味

と，動きと姿勢から得られる興味についての定量

化を扱っている．そこで，興味を CM への注目度と

見なして，統計データを計測して利用し，取得し

た画像データより，顔の向きによる注目度および

顔の面積変化による注目度を定量化したいと考え

ている． 

 一方，CM を放送するディスプレイに対する視聴

者の視線を判別する手法として，久野他の研究で

は，眼球の動きに着目する EOG 法[3]を採用してい

る．しかし，EOG 法に基づく実験を行う場合には，

被験者の目の周りに電極を張るなど，被験者(CM 注

目度に関しては，一般の視聴者に相当)に，かなり

の負担をかけることになる．これは現実的手法で

はない．そこで，本研究ではネットワークカメラ

の利用でこれを回避する．すなわち，視聴者の顔

画像を撮影し，上記に示した注目度定量化手法で

負担低減を目指している．更に本研究では，視聴

者がディスプレイの前にどれぐらい静止していた 

 

 

 

 

かの時間経過を考慮した注目度についても定量化 

をはかる． 

 従って，CM 注目度を定量化する場合，以下の 3

項目からなる注目度の定義が可能となる． 

1)顔の向きによる CM 注目度の定義 

2)顔の面積変化による CM 注目度の定義 

3)視聴者がディスプレイ画面を注視した静止時間

による CM 注目度の定義 

次節以降では，これらの各項目について定量化の

ための具体的な手順や手法について述べる． 

 

3. CM 注目度の計測方法とシステムの構成 

3-1. 顔の向きによる注目度の計測方法 

顔をディスプレイに向けている時間によって，

撮影された視聴者の CM 注目度を定量化する．この

注目度は，一定秒間隔の連続画像取得で 2 回連続

して視聴者の顔認識に成功したとき発生する．注

目度が発生した時刻を 1t ，最後に視聴者の顔認識

に成功した時刻を 2t とする．顔の向きによる注目

度の強さ )(tI s は式(1)で算出する． 
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  ただし，α，βはそれぞれの時刻 1t ， 2t から算

出され，α=4/( 2t - 1t )，β=2( 2t + 1t )/( 2t - 1t )であ

る． )(tI s を⊿t の区間で平均し，時刻ごとの平均

注目度 )(tI s を式(2)で算出する． 
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3-2. 顔の面積変化による注目度の計測方法 

  CM の内容に興味がある場合，CM 視聴者は大型デ

ィスプレイに接近すると予想される．ディスプレ

イへの接近で注目度は上昇していると考えられる．

ディスプレイへの接近を判断するのには顔の面積

変化を利用する．本システムは，顔認識処理時に

視聴者の顔画像を外接四角形で囲む．その外接四

角形の面積を顔の面積と見なす． 

顔の向きによる注目度が発生した瞬間に，視聴

者の顔を囲んでいる外接四角形の面積を 0F とする．

最後に視聴者の顔認識に成功した時の外接四角形

の面積を )(tF とする． 0F ， )(tF の比によって注

目度を定量化する．顔の面積変化による注目度の

強さ )(tI p は式(3)で算出する． 
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0/)()( FtFtI p =       (3) 

3-3. 顔の静止時間による注目度の計測方法 

  ディスプレイへの接近の他に，CM 視聴者の行動

の候補として，ディスプレイ前で立ち止まること

があげられる．同じ位置に立ち止まっていること

を，注目度が上昇していると考え，数式(4)を用い

て定量化する．K は画像取得時間間隔，R は連続撮

影において視聴者の静止回数とする． 

KRIr =       (4) 

3-4. 注目度の統合 

  顔の向きによる CM 注目度と，顔の面積変化によ

る CM 注目度は独立であると仮定する．同様に静止

時間による CM 注目度も独立であると仮定し．これ

ら 3 つの CM 注目度の積より，総合 CM 注目度を式

(5)で算出する． 

rps ItItItI )()()( =       (5) 

3-5. 注目度計測システムの全体構成 

  図 1 にシステムの構成を示す．ネットワークカ

メラは，ネットワークカメラ制御サーバで制御し，

遠隔操作可能である．制御する内容は，指定時刻

での画像取得とカメラ方向の変更である．画像処

理サーバでは，ネットワークカメラより取得した

画像に対し顔認識を行う．システムの主な処理で

ある CM 注目度計測も画像処理サーバ上で実行され

る．データベースサーバでは，大型ディスプレイ

で放送される CM の情報をテーブルとして保持する．

CM 注目度の計測結果もテーブルに格納する．デー

タベースサーバを通じて，コマーシャル放送依頼

企業のクライアントから，自社 CM に関する情報の

みを閲覧できる． 

         
 

 

図 1. 注目度計測システムの全体図 

3-6. システムの注目度の計測手順 

手順 1. 大型ディスプレイ前の状況をネットワーク

カメラによって 1.2 秒間隔で撮影 

手順 2. 2 回連続で顔認識に成功した場合，視聴者

個人の顔面積を取得し注目度計測を開始  

成功するまで手順 1 を実行 

手順 3. 1.2 秒間隔の顔認識に成功する期間，顔の

向きの CM 注目度，静止時間での CM 注目

度を更新し，顔の面積情報を保持 

手順 4. 手順 3 での顔認識に失敗した場合(CM 終

了)，数式(1)～(4)より各 CM 注目度を算

出し，最後に数式(5)によって個人の総合

的な注目度を算出 

手順 5. CM 終了まで手順 1～4 を繰り返す 

 

4. 評価実験  

大型ディスプレイとネットワークカメラを設置

した実験室で評価実験を行う．大型ディスプレイ

には数種類の CM が順に放送されている．被験者 1

人に実験室へ入室してもらう．被験者にはスイッ

チを渡し CM に注目している間はスイッチを押して

もらう．システムによって被験者が注目状態と判

定された時間を S とする．被験者が注目状態であ

るとスイッチを押すことで自己判断した時間を V

とし，本システムの精度(S/V) を評価する．精度

(S/V)を評価としては図 2 のような形で比較を行う． 

 
図 2. 注目度発生区間の精度比較 

 

5. おわりに 

  現在，顔の向きによる注目度，顔の面積変化に

よる注目度，人物の静止時間による注目度を算出

するモジュールを実装し，注目度計測システムの

プロトタイプを実現している．   

今回の評価実験は，被験者を１人に限定して行

った．しかし，本システムの活用場所である駅や

ビルの通行量を考えると，不特定多数の人間から

同時に注目度を計測する必要がある．そのため撮

影した画像から個人の特徴を読み取り，個人特定

する技術について調査を進めるなど評価実験と共

に測定方式の改良が必要となる．  
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